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を行うことにより “ 可 ” と判断される」と書かれている。同じく副審査員を引き受けて頂いた大友信
勝教授も岩崎浩三教授も、ともに「一部修正が必要である」と判定し、修正あるいは再検討すべき点
について、懇切に説明された。第一次審査において指摘された点を、慎重に再検討し、修正した本論











　第 3 章・第 4 章・第 5 章は、自主的に大学院修士課程に進学してリカレント教育を受けた社会福祉
士を対象とする調査研究の報告である。
　第 3 章においては、調査研究方法について詳細に検討した結果をまとめている。その調査研究方法
は、近年わが国で用いられるようになった「修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ」である。
この調査研究方法は、質的調査研究方法として、ソーシャルワークや看護の分野で使用する研究者が
増加している。この方法を用いて、インタビュー調査した経過が、詳細に説明されている。
　第 4 章においては、社会人大学院生になって学習・研究した後に再びソーシャルワークの仕事に就
いた人、およびソーシャルワーカーとして働きながら、通信制または夜間開講制の大学院で学習・研
究を修了した人、合計12名を対象として詳細なインタビュー調査を実施し、それによって得たデータ
を丹念に分析している。その結果、①ソーシャルワーク実践経験の中から大学院進学の動機が形成さ
れるプロセスと、②ソーシャルワーカーが大学院において行なった学習・研究を通して専門職として
豊饒化するプロセス、という二つのプロセスをまとめて、「自己実現への志向」や「専門職としての
多面的な成長」が、キーコンセプトとして抽出できる、としている。
　第 5 章においては、調査結果に基づいて本調査研究の結論をまとめている。ソーシャルワーカーと
しての仕事と家族の一員としての役割に加わる大学院生としての学習・研究活動などとの調整に苦労
しながらも、時間とエネルギーを集中的に傾注して学習・研究に励み、自分の問題関心に動機づけら
れながら、修士論文を書き上げるなど、課題を達成した社会人大学院生たちの経験から、多くの教訓
を引き出すことができる。広い視野から物事をとらえ、目前の現象の背後にある諸要因を動的に洞察
するソーシャルワーカーとして必要な認識能力を強化することができる。自己実現を大切にする生き
方や、人間として自己を豊饒化していることを示す言動を知ることができた。
　現在、社会福祉士には、福祉ニーズの増大・多様化・複雑化に対応する能力が求められている。そ
の活動分野は、保健・医療職との連携、受刑者の社会復帰支援（司法）、学校不適応児支援（教育）、
就労支援などの分野に拡大している。したがって、大学における社会福祉士養成教育に生涯研修の意
義や方法を理解させ、大学院社会福祉学専攻修士課程にリカレント教育を充実させるなどの改革を進
める必要がある。
　以上要約した本論文は、博士論文に価すると判定される。
